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船員の勤務形態と生体負担に関する研究
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Abstract
'I｀
hc pllrposc of this study is to exanune the effects of five work forrns()n the heart rate(HR)

an(1(ゐliR durulg working tilne,sleeping time and the other tilne. The five work forms consist of

tllr(美 watch groups(0/4 watch group,4/8 watch group and 8/O watch group), malntenance work

group al(1 じ∞king work group. The qち IIR means(IIR during various activities― the lowest IIR

dliring sieeping)× 10()/(the predicted maximum HR with age一 the lowest HR dllring sleeping).

The subiectS are〔 Ю crew members of the Taisei一 Maru and Hokuto一 Maru, which are the

tr」llillg一ships of lnstitute for Sea Trai面ng.

1 h`e results obtalned are as fouows;

(1)′「he daily change of IIR in flve wcDrk forrrls were shown ahost the sarne pattemo HR increased

tiurlng working hollrs,and it dccreased during resting hours.

(2)'Ih`elc Were no signiflcnt defferelК es a『long three watch groups in HR dllring working hoШ 餞,

slecplng llours and othel・Жti宙ties hollrs.However%HR in w()rktt hollrs among three watch

鐸
‐しlJps Ⅵアere signiflcantly lower than that of the nlalntenan∝group and the cooking」oup.

t〔3,HR祖 〔1%HR in working hollrs arnong three watch groups during the day watch were higher

thn tllose of dllring the mght watch.
(4)The wOrking hours i■l the three watch groups were longer thall that of rrlamtel.nce or cooking

wしlk group,

(5)′「he Sleeping hollrs in the VO Watch group were shorter than that of other groups.

はじめに            ところで、船員の業務は甲板部門、機関部門、

夜勤を含めた交替制勤務は、労働者の健康や家   無線部門、司厨部門の4部 門に大きく分けられる。

庭 。社会生活にさまざまな悪影響を与えているに  更に甲板部門は船の操船を司る船橋当直と甲板整

も拘わらず、近代産業の発展とともに今日各産業   備作業に分けられ、機関部門は船の動力を司る機

で実施されている。そのために長期間にわたるそ  関室当直とエンジンルームでの機器整備を行う機

の変則的勤務が労働者の健康と生活に与える影響   関整備作業に分けられる。そして船橋当直、機関

について社会学的、生理学的、心理学的側面等か  室当直、無線部門の無線室当直は、24時 間勤務

ら多くの調査、研究がなされている。わが国にお   を実施するために、0～ 4時 と12～ 16時
(0

いても、1975年 に日本産業衛生学会の中に交   /4当 直)、 4～ 8時 と16～ 20時 (4/8当

替勤務委員会が設立され、さまざまな角度から検   直)、 8～ 12時 と20～ 24時
(8/0当 直リ

討が行われている
1)。
               に、8時 間間隔で4時 間の勤務を繰り返す3組 4
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時間6交 替固定の当直勤務制を採用している。一

方、甲板整備作業と機関整備作業及び司厨作業は

日勤勤務となっている。そして、このような変則

的な勤務形態が船員の生体に大きな影響を及ぼし

ていると考えられる。過去において交代勤務制で

ある船員の勤務形態が生体リズムに及ぼす影響に

関する研究
2'3)4)5)6,7)8)9)は、睡眠、体温、ホ

ルモン等の観点から行われているが、心拍数に焦

点をあてた論文は少ない。そこで今回、我々は船

上業務中における船員の24時 間の心拍数の変動

から勤務形態が生体に与える影響について調査研

究することを目的とした。

研究方法

(1)対 象

今回対象とした船員は、運輸省航海訓練所所属

の練習船大成丸、北斗丸 (それぞれ5800t,

の航海中の乗務員 30名 である。尚、被検者を勤

務形態によって、①O/4当 直群 5名 、②4/8

当直群 6名 、③8/0当 直群 5名 、④甲板 ・機関

整備作業群 t8時 から16時 までの日勤勤務、以

表 1.被 験者の身体特性

下整備作業群と略す)8名 、⑤司厨作業群 (長い

2回 の休憩を含む6時 から18時 までの日勤勤務 )

6名 の5群 に分類 した。また、0/4当 直群、4

/8当 直群、8/0当 直群及び整備作業群は、そ

れぞれ甲板部門と機関部門で構成されているが、

各群とも両部門の人数割合が同じになるように配

置した。尚、各群の被検者の身体特性を表 1、職

種構成を表 2に 示した。

(2)測 定項目

1)心 拍数測定

測定は航海中のある1日の24時 間を携帯用連

続心拍数記憶装置 (VINE社 製、Heart Rate

Memory Mac)を 用いて、胸部双極誘導法にて 1分

刻みで測定した。分析はまず、24時 間のデータ

を10分 ごとの平均値に換算した後、そのデータ

から24時 間の心拍数の日内変動を示した。次に、

24時 間の心拍数データを勤務時、睡眠時、諸活

動時でまとめそれぞれの平均値を求め、各群ごと

に比較した。また、当直群に関しては、午前勤務、

午後勤務、午前勤務後の睡眠及び午後勤務後の睡

眠に関しても平均値を求めた。更に、心拍数から

群 鋼齢(電e)身 長(Cm)体 重(kg) 肥満度

安静時心拍数の代わりに睡眠時

最低心拍数に代用した変法HP

reserve法によって%HR(式

1)を 算出し、各群で比較した。

(式1)

%HR=100× (各種活動時

の心拍数―睡眠時最低心拍数 )

/(年 齢推定最高心拍数―睡眠

時最低心拍数)

2)生 活行動調査

IDO/4当 直 5
04/8当 直 6
③8/0当 直 5
(璽週整劃瞬著イ作宅諄豊 8
0司厨作業  6

3 2。6± 2。3

29。3± 4。1

30。4± 4.5

34。0±11。6

38。8±1le7

166 . 1±5。7

168.0±8。8

168.4±5.8

166。1±5。4

167.2±5.9

63。0± 5。8

72.0±17.0

61 . 8± 5。2

69。9± 9.8

63.8± 1。2

6。2± 9。1

17.0±15.5

0. 7± 7.6

18。0±15。5

6。4± 9。4

全体 3 3。2± 9.0

53

18

166.9±6。5 66.6± 10。5

178。0    98。0

152.0       42。0

1 1 . 0±14。1

52
-10

最高
瓢

平均値土標準偏差

表2.被 験者の

5 二等航海±1甲 板員1二 等機関±1三 等機関±1

6 二等航海±2操 舵手1三 等機関±2操 機手1

5 三等航海±1操 舵手1 二等機関±1 機関員1
8 甲板次長2甲 板員2操 機次長2操 機手1機 関員1

6 司厨次長2司 厨員1調 理手2調 理員1

心拍数測定と同時に実施

し、生活行動を分単位で生

活行動記録表に被検者自ら

記録させた。分析は、各群

とも勤務時、睡眠時、諸活

動時でまとめ合計時間を示

し各群間で比較した。また、

0//4当 直群 、4/8当

群

①O/4当 直
②4/8当 直
③8/0当 直
噺 鰈
⑤司厨作業

二等通信±1

勝 1

職種の次の数字は人数を示す。
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直群及び8/0当 直群については.、午前及び午後

の勤務時間、午前勤務後と午後勤務後の睡眠時間

を示した。尚、各当直時において、勤務時間帯よ

りも早く業務を開始した例、または遅く業務を終

了した例については、実際の所要時間を採用した。

結 果

(1)心 拍数の日内変動

各群における全被検者の24時 間の心拍数の日

内変動を図 1に示し、各群の勤務時、睡眠時、諸

活動時の心拍数の平均を表 3に 示した。

0/4当 直群は、0時 から4時 までの勤務時に

平均82.8(拍 /分 )を とり、その後一時上昇

した後に下降し、睡眠に入った。睡眠中は平均 7

0.6(拍 /分 )で あった。その後 12時 からの

勤務前の起床時に上昇し、12時 から16時 まで

の勤務は、平均87.2(拍 /分 りで、0時 から

4時 までの勤務に比較 し心拍数は高かった。その

後夕食を済ませ 18時 頃までは上昇傾向であった

が、睡眠に伴い低下し、この時の睡眠中は平均 6

8.0(拍 /分 )で あった。そして、23時 前後

の起床に伴い上昇し、0時 からの勤務に入った。

4/8当 直群は、4時 から8時 までの勤務中は

平均87.0(拍 /分 )を 示し、その後睡眠に伴

い徐々に低下し、覚醒時の上昇、休息時の下降を

繰り返 していた。
.こ
の時の睡眠中の心拍数は平均

67.0(拍 /分 )で あった。その後 16時 から

20時 の勤務中は、平均 87.0(拍 /分 )で 、

4時 から8時 までの勤務時とほば同じ心拍数であ

ったc20時 の勤務終了後、一時的に上昇するか、

その後睡眠に入り3時 頃の起床まで徐々に減少 し

ていた。この睡眠中の心拍数は68。 0(拍 /分 )

であった。起床後は急速に増加し、4時 からの勤

務に入った。

8/0当 直群は、8時 から12時 までの勤務中

は平均89.2(拍 /分 )を 示し、その後は睡眠

や覚醒に伴い低下、増加を繰り返していた。この

時の睡眠時の心拍数は平均 67。 0(拍 /分 )で

あった。そして、20時 の勤務開始前に増加 し、

20時 から24時 までの勤務中は平均 83.8

千葉体育学研究 ,17,11-18,1993

(拍/分 )で 、8時 から12時 までの心拍数より

も低かった。24時 の勤務終了後、睡眠に伴い徐

々に低下した。この時の睡眠中の心拍数は66.

6(拍 /分 )で あり、その後起床により増加し、

8時 からの勤務に入った。

甲板 ・機関作業群は、6時 前後の起床後、心拍

数は急速に増加しその状態で8時 30分 から勤務

に入つた。勤務は 16時 まで続き、勤務中は平均

93。 0(拍 /分 )を 示した。 勤務終了後のJい

拍数は徐々に低下し、22時 前後から睡眠に入っ

た。睡眠中の心拍数は平均 64。 0(拍 /分 )

であった。

司厨作業群は、6時 前後の起床後、すぐに朝食

準備の勤務に入り、心拍数は増加し、8時 30分

の終了で急速に低下し休息に入った。その後 10

時から昼食準備の勤務で再び上昇し、13時 の終

了後休息に伴い低下した。更に、 15時 から夕食

準備の勤務で再び上昇し、 18時 の終了時まで続

いた。勤務中の心拍数の平均は96。 0(拍 /分 :

であった。その後休息に伴い心拍数は徐々に低下

し、23時 前後に睡眠に入った。睡眠中の心拍数

は平均 71。 0(拍 /分 )で あり、他群に比較し

高かった。

このように、心拍数は各当直では午前、午後の

2回 の当直時に上昇しその後、次の勤務時間まで

の8時 間の間、前半は多少高い値であるが、その

後睡眠に移行するに伴い減少傾向を示していたc

一方、日勤作業の勤務形態をとる甲板 ・機関作業

群と司厨作業群においては、早朝の起床後すぐに

心拍数は増加し、勤務が終了するまでいくつかの

休息をはさみ多少増減するが、高い値を維持 し、

勤務終了後に低下傾向を示し、睡眠に入った。ま

た、各群とも食事時の心拍数は比較的高かった。

(2)各 群間における勤務時、睡眠時、諸作業時

の心拍数、%HR及 び生活行動時間の比較

1)心 拍数及び%HRに ついて

勤務時、睡眠時、諸活動時の心拍数を表 3及 び

図2に 、%HRを 表 4及 び図3に 示したc

勤務時では、0/4当 直群、4/8当 直群、8

/0当 直群では、午前、午後を合わせた平均は、

―

・・
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① O/4当 直群 :n=5 ④-1整 備作業群 (甲板整備 ):n=4

beats/mln

④ -2整 備 作業群

beats/min

時刻

(機 関 整 備 ):n=4
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４。
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鑢

１。
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範
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心
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数
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② 4/8当 直群 :n=6
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拍
数

心
拍
数

時刻

③ 8/0当 直群 :n=5

時

心
拍
数

心
拍
数

beats/min 
⑤

時刻

司 厨 作 業 群 :n=6

時刻

(太線は勤務時間帯を示す)

時時

時刻

図 1。各群ごとの心拍数の日内変動

表3.勤 務時、睡眠時、諸活動時の心拍数の比較

特

勤務時 回眠時

午前 確 平均 午前勤務後 午後勤務後  平均

諸活動時

群

①O/4当 直 5
②4/8当 直 6
08/0当 直 5
噺 イ作≡当室 8
⑤司厨作業  6

82。8±12.6 87.2± 9。3

87。0± 6.4 87.0± 6.1

89.2± 4.7 83.8± 6.0

84。8■ 8.9

87.0± 6.2

87. 0± 3.1

93。0±10。7

96。0■11.7

70.6±4。3 68。0±7.1

67.0±7.5 68。0±5。0

67.0±1.4 66.6± 9.1

69。4± 5。7

68。0± 5.7

67.0± 8.1

64。0±10.5

71。0± 9.7

83。2± 7。0

85。0± 6。3

85。0± 9。3

82。0±12。2

86.0±11。1

平均値土標準偏差 (単位 :beat/min, Significant level:*pく0.05
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心拍数及び%HRは 、各群ともほぼ同じ値を示し

ており、心拍数では平均84.8～ 87。 0(拍

/分 )、%HRで は平均 22.5～ 23.0%で

あった。

しかし、各当直群を午前、午後の当直に分けて

比較すると、0/4当 直群の午前 (0時 ～4時 )

は心拍数で平均 82。 8(拍 /分 )、%HRで 平

均 22。 5%で あったのに対し、午後 (12時 ～

16時 )は 心拍数で平均 87。 2(拍 /分 )、%

HRで 平均 24。 3%を 示しており、昼間の勤務

である午後の当直の方が、心拍数、%HRと もに

有意ではないが高い傾向にあった。また、8/0

当直群においては、午前 (8時 ～ 12時 )は 心拍

数で平均89.2(拍 /分 )、%HRで 平均 25.

0%で あったのに対し、午後 (20時 ～24時 )

は心拍数で平均 83.8(拍 /分 )、%HRで 2

0。 0%を 示し、昼間の勤務である午前の当直の

方が′心拍数、%HRと もに有意ではないが高い傾

向にあった。それに対し、午前及び午後の当直が

ともに、昼間と夜間の両方の時間帯を含む4/8

当直群においては、午前 (4時 ～8時 )は 心拍数

で87。 0(拍 /分 )%HRで 22◆ 0%を 示

し、午後 (16時 ～20時 )は 心拍数で87。 0

(拍/分 |、
°/oHRで 23。 0%と 午前と午後の

勤務では、心拍数、%HRと もに変わらなかった。

一方、整備作業群と司厨作業群は、心拍数で、

それぞれ93。 0(拍 /分 )、 96。 O(拍 /分 )

を示 し、%HRで はそれぞれ30.0%、 28.

0%を 示し.3つ の当直群に比較して、心拍数及

び%HRは 高く、特に%HRに おいては各当直群

表4。勤務時、睡眠時、諸活動時の%HRの 比較

千葉体育学研究 ,17,11-18,1993

と整備作業群の間に、それぞれ有意差 (P<0。

05)が あった。

睡眠時では、まず全体平均をみると0/4当 直

群、4/8当 直群、8/0当 直群では、心拍数で

それぞれ、平均 69。 4(拍 /分 )、68。 0

(拍/分 )、 67。 0(拍 /分 )で あつたが、整

rbθαrsノFlj2ノ■勤務時 園睡眠時□諸活動時
rf

″とヽ 9θ

拍
数 ∂θ

I■亘 48=菫 8]当 直 整備作業 司厨作業

図2.各 生活行動のノ巳囃敵

■勤務時 □睡眠時□諸活動時

図3。各生活行動の%HR

ヽ
■
〓
＾

5

勤務時 睡眠時

午前 午後 平均 午前勤務後 午後勤務後  平均

諸活動時

群

①O/4当 直
②4/8当 直
③8/0当 直
:嚇 イ僕
⑤司厨作業

5  2 1。0±9。0

6 22.0±2.3

5 2 5 . 0±1。5

8

6

24.3±5.3

23. 0±2。7

20cO主6.6

10. 7±3.3

8.0±1.5

8。0±4.2

9.0±4。3

9。0±4。3

21.0±4.6

21。0±4.8

21。0±6。9

23。0±6。1

21。0±5。4

＊

ヨ
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

11。6±2。5 9。0±4。2

8。0±2.5 8.0± 2.4

7。0±3.5 8。0±4.8

平均値土標準偏差 (単位 :%) Significant ttevel:*p〈0。05
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備作業群は平均 64。 0(拍 /分 )、司厨作業群

は平均 71◆ 0(拍 /分 )で あつた。しかし、%

HRは 、0/4当 直群が平均 10。 7%で 最も高

く、次に整備作業群と司厨作業群が平均 9。 0%

と続き、4/8当 直群と8/0当 直群が平均 8。

0%と 最も低かったが、心拍数及び%HRい ずれ

においても、各群間に有意差はなかった。また、

3つ の当直群での午前勤務後の睡眠と午後勤務後

の睡眠の間においても有意差は認められなかった。

諸活動時では、各群とも心拍数は平均 82.0

～86。 0(拍 /分 )、 %HRは 平均 21。 0～

23。 0で あり、心拍数及び%HRと もに、各群

間で有意差は認められなかった。

2)生 活行動時間について

勤務時、諸活動時、睡眠時の生活行動時間につ

いて示したのが、表 5及 び図4で ある。

総勤務時間では、整備作業群は平均 362分 、

司厨作業群は平均430分 を示し、0/4当 直群、

r“ゴ2じご〔理5ノ ■勤務時 団睡眠時□諸活動時

0/4当直 4/8当直 8/6当直 整備作業司厨作業

図4。 各生活行動の所要時間

表5。勤務時、睡眠時、諸活動時の生活行動時間の比較

4/8当 直群、8/0当 直群のそれぞれ平均45

7分 、483分 、511分 に比較し少なかった。

特に、整備作業群と司厨作業群は、8/0当 直群

に比較し有意 (それぞれP〈0。001,Pく0.05)に 少な

かった。

総睡眠時間では、0/4当 直群、4/8当 直群

がそれぞれ平均 507分 、508分 と最も多く、

次いで整備作業群の平均474分 、司厨作業群の

平均439分 と続き、8/0当 直群が平均402

時間と最も少なかった。尚、8/0当 直群の午前

勤務後の睡眠時間が平均 94分 と他の当直後の睡

眠時間に比較し極端に少なかった。

総諸活動時間では整備作業群、司厨作業群は、

それぞれ平均 604分 、571分 を示し、0/4

当直群、4/8当 直群、8/0当 直群のそれぞれ

476分 、450分 、507分 に比較し多かつた。

考察

血圧や心拍数の日内変動は睡眠や身体活動に強

く依存すると言われている
1°)11,。

大平らは、交

替制勤務の看護婦を対象にした実験により、日勤

日の血圧、脈拍数の変動は、日中覚醒時上昇―夜

間睡眠時下降というパターンを示すのに対し、夜

勤群ではほぼ逆のパターンで、日中睡眠時下降―

夜間覚醒時上昇を示 したと報告している
12,。

本研究による船員の5つ の勤務形態による心拍

数の日内変動においても、業務中は上昇し、休息

中、特に睡眠中は低下する事が指摘され、勤務形

態に応じ、5種 類のさまざまな心拍数の日内変動

が認められた。

∂

θ

　

θ

　

　

θ

ω
　
”
　
　
″

時
間

勤務時 睡眠時

平均 午前勤務後 午後勤務後  平均

諸活動時

群 午前 確

00/4当 直 5
②4/8当 直 6
:Э8/0当 直 5
1嚇 鰈   8

⑤司厨作業  6

244±13。6 213± 66.8

237±17.0 246± 9。3

257±12。5 254± 12。0

286± 13。6 221± 89。5

233±107。3 274± 44.9

94± 94。6 308± 31.9

３

８

「

副

澤

十
一
十
一
十
一
＋
一
＋
一

507±79.5

508±88。2

4021量 65。8

474± 68。1

439±122.5

476±147。6

450± 90,0

507± 52.3

604±100.2

571±75。9

平均値±標準偏差 (単位 :min)Significant level:*pく 0.05,***p〈0.001

- 1 6 -



近年、昼夜交替制勤務者の血圧や心拍数の日内

変動に関する研究が広く行なわれるようになり、

大平ら
12)ゃsundbergら13)は看護婦を対象とした

昼夜交替制勤務の夜勤日の勤務中の心拍数は、日

勤日に比較して低い傾向を示したと報告している。

また、大平ら
12)ゃ
後藤ら・
4)は
、勤務中ばかりで

なく、睡眠中においても、夜間睡眠中に対し日中

睡眠中で有意に高かったと報告 している。一方、

Brumgartら15,は化学工場の交替制勤務者を対象

とした実験において、勤務中と睡眠中の心拍数で

|よ、日勤日と夜勤日の間には、それぞれ差を認め

なかったと報告している。

本研究においては、勤務中において、夜間当直

時 (0時 から4時 、20時 から24時 )よ りも、

昼間当直時 (8時 から12時 、12時 から16時 )

の方が′心拍数や%HRは 高い傾向であった。これ

は夜間勤務時での事故防止の為、夜間当直時には

必要最低限の勤務内容を行い、大きな作業は昼間

当直時に行うという夜間当直と昼間当直の勤務内

容の違いによるものと思われる。しかし、睡眠中

についてみてみると、どの時間帯での睡眠もこれ

らの値はほとんど変わらなかった。

Plett 6)は、船舶における夜勤当直と日内リズ

ムの適応に関する調査の結果、シフトした作業時

間に対する日内リズムの位相は十分には適応しな

いとしており、その原因は当直制による分断され

た睡眠パターンが船上におけるシフトワークヘの

生体リズムの適応を妨げていることにあるとして

いる。これらの先行研究を考慮に入れると、本研

究において昼間当直と夜間当直の間に心拍数及び

%HRに 相違が生 じたのは、勤務内容の他に生体

リズムの不適応による可能性もあると考えられる。

次に、勤務中の心拍数と%HRに おいて、3つ

の当直群が日勤勤務である整備作業群と司厨作業

群に比較 し、低い傾向にあったのは、勤務形態に

よるものではなく、勤務内容の違いによるものだ

と考えられた。つまり、当直群が監視を中心とす

る管理的業務であるのに対して、整備作業群の塗

装洗浄作業、甲板 ・機関室補修、荷役準備や司厨

作業群の高温な司厨室での立位作業という業務が

千葉体育学研究 ,17,11-18,1993

生体負担度を高めたものと考えられる。

更に、勤務時間では整備作業群と司厨作業群が

3つ の当直群に比較し有意に少ないのは、勤務内

容からの生体負担が前者の方が大きい為に、勤務

時間を軽減することにより、生体負担を緩和する

勤務条件によると考えられる。

本研究から、船員の当直勤務は勤務の活動強度

からみると、生体負担は比較的少ないと考えられ

るが、昼間当直時と夜間当直時では、勤務内容の

相違から、昼間当直時の方が生体負担は高い事が

示された。一方、睡眠時の生体負担に関しては、

どの時間帯においても生体負担度は変わらなかっ

たが、8/0当 直群の合計睡眠時間が少ない傾向

であった。この結果はRutenfranz5のヽ夜間勤務を

する当直者の睡眠調査の結果と同様であった。そ

して、本研究の結果を生活行動調査から分析する

と、8//0当 直群は午前勤務後の 12時 から20

時までの自由時間帯において、休息よりも運動を

選択して過ごす者が多いことによるものと考えら

れた。

ところで、夜間勤務が身体的及び精神的ストレ

スを増加させ、それが脳血管疾患や虚血性心疾患

等の動脈硬化性疾患の促進要因になると言われ、

健康にもさまさまな影響を及ぼす事が報告されて

しヽるが
1、
今後船員の勤務形態が生理機能に及ぼ

す影響についても、更に検討する事が重要だと考

えられた。

まとめ

今回われわれは、運輸省航海訓練所の練習船大

成丸、北斗丸 (5800t)の乗務員 30名 を対象に

5つ の勤務形態 (①O/4当 直群、②4/8当 直

群、③8/0当 直群、④整備作業群、⑤司厨作業

群)の 間で、心拍数、%HR及 び生活活動時間を

調査し、生体負担について検討した結果、次のよ

うにまとめられた。

(1)心 拍数の日内変動は5種 類の勤務形態に共

通して、勤務時に上昇し、休息時に下降するパタ

ーンを示した。

(2)3つ の当直群間における勤務時、睡眠時、

- 1 7 -
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諸活動時それぞれの心拍数及び%HRに は差が見

られなかった。しか し、3つ の当直群は%HRに

関 して、整備作業群や司厨作業群よりも勤務中の

値は有意に低かつた。

(3)3つ の当直群の勤務中の心拍数及び%HR

は、夜間当直時よりも昼間当直時の方が高い傾向

であった。

(4)3つ の当直群の勤務時間は、整備作業群や

司厨作業群よりも長い傾向であつた。

(5)8/0当 直群の総睡眠時間が他に比較 し、

少なかった。

文献

1)日本産業衛生学会交替勤務委員会 :夜勤
。交替

勤務 に関する意見書 ,産業医学 ,2住308-344,1978

2)colquholm,W.P.:Hollrs of work at Sea一 Wath

keepinLy Schedules CIcadian Rhythns and Ettcienり,

Ergonorrli∝,28,637-653,1985

3,cc)lquhoun,W。1).:A Shipboard Study of a Follr―劇「ew

Watchkeeplng Systenl, ErgonoIIll∝, 1341-1352, 1987

4)cOlquhoull,W.P.:Work at Sca―A study of Sleep and

of CirttdiaII Rhythrrtt ill Physiologic」and  Psycho一

10gimi  Functions  in  Watchkeepers  on  Merchant

Ve∬els  I  Watchkeeping  on  Board  Ships  A

Nlethcxlologic21 Approκh, lnt. Arch.Occup.Environ.

Hcalth 60,321-329,1988

5)Rutenfranz,j.:Work at Sea一A Study of Sleep and of

Cirmdian Rhyths in Physiologid and Phychologid

「unctions in Watch一keepers on Ⅳlerchant Vessels II

Siecp Dllratioll and Sutted市e Ratings of Sleep

Qualitbi, int.Artね.OccupoEnv士 on.Health,  60,331-

339、 1988

6)Plett,R.:Work at Sea一 A Study of Sleep and of

CiKndね田 Rhythms in Physiologic」 and Phychologk21

Fun3tions in Watch一keepers on MeК hant Vessels IⅡ

Rhythns in PerforinttEe and Alertness,Into Arch.

Occup.Environ.Health,∞ ,395-403,1988

7)cOndoLR.:Work at Sea一 A Study of Sleep aFld Of

Cirmdian Rhythns in Physiologid and Phychological

「u“tions in Watch―keepers on Merchant Vessels Ⅳ

Rhythns in Perforrnance and Alert ness,Into Arch.

Occup.Environo Health,60,405-411,1988

8)cOndoLR.:Work at Sea一 A Study of Shep and of

Cirmdian Rhythns in Physiological and Phychologiml

FШ ctions in Watch一keepers on lⅥerchant Vessels V

Effe(武s of Time Zone Crossngs, lnt. Ar山 . 0∝ up.

Environ.Health,61,39-49,1988

9)TOrsvan,L.I Sleep at Sea一A Diary Study of thc

Effeas of Unattended MЖhinery Space Wattt Duty.

Ergonorrlics,30,1335-1340,1987

10)Litter,W.AI Sleep and blood pressure,fu■ her

observation. Am.Heart」"97:35-37,1979.

11)Mancia C。 ,Ct」三B100d pressure and heart ratc

variabilities in norrrlotensive and hypertens市e humarl

beings.CircoRes。,53:96-104,1983.

12)大平篤志他 :看 護婦の 日勤 日及び夜勤 日にお

ける血圧 ・脈拍数の 日内変動 につ いて ,日本臨床

生理学会誌 ,器(3):293-299,19“

13)stlndberg,S。,et」.:Rapd revers」of ttmdian blood

presstlre rhythnl in shitt workers.J.Hypertens.,

6:393-396,1988.

14)後藤敏和 :シ フ トワーカー (看護婦 )の 血圧

日内変動 ,Therapeutic Research,13,:3-35,19鯰

15)BaШttart,P。,et」.:Twenty four blood pressure is

not  dependent  on  endogenous  dirmdian  rhythm.

J.Hypertens.,7:とBl―&ス,1989

(平成 5年 7月 30日 受付)

- 1 8 -


